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ジオパークにおけるジオツーリズムの実態と課題  

―雲南石林ジオパークの事例― 
 

肖 錕 1 
 
要旨 

中国においては世界ジオパークの 33 地域を含む 186 地域のジオパークが存在する。ジ

オパークにおいてジオツーリズムの開発が重要である。本研究ではジオパーク活動の長い

歴史を持つ中国雲南省の雲南石林ジオパークを事例にして,管理者と観光客のジオツーリ

ズムに対する意識に注目することから,雲南石林ジオパークにおけるジオツーリズムの課

題を解明することを目的とする。研究方法は雲南石林世界ジオパークの行政管理者,観光客

がジオパークとジオツーリズムに対する意識の聞き取り調査およびアンケート調査である。

それらの調査資料を分析し,ジオツーリズムの現状を把握して今後の課題を論じた。その結

果,ジオツーリズムの展開は地元の経済に多大な貢献を与えているが,地域住民の参与が不

足していることや自然環境が悪化していることなどの課題も出てきた。 
 
キーワード：ジオパーク ジオツーリズム 雲南石林 変化 地理学 

 
Ⅰ．はじめに 

 
ジオパークは地球活動の遺産を主な見所と

する自然の中の公園である．ジオパークの活

動は，ユネスコの支援により 2004 年に設立さ

れた世界ジオパークネットワークにより世界

各国で推進されている．2015 年 11 月 3 日か

ら 18 日の日程で，フランスのユネスコ本部で

開催された第 38 回ユネスコ総会において，そ

れまでユネスコの支援事業として行われてき

た世界ジオパークネットワークの活動が，「国

際地質科学ジオパーク計画（ International 
Geoscience and Geoparks Program：IGGP）」と

してユネスコの正式事業となった 2． 
世界ジオパークネットワーク(GGN)による

と，2017 年 11 月現在，35 か国 127 地域がユ

ネスコ世界ジオパークに認定され，その中で，

中国は33か所，28％を占めるに至った（表1）． 

表 1  世界ジオパークの国別分布表 

 
資料：世界ジオパークネットワーク（http://cngl
obalgeoparkorg/parkintroduction/indexhtm   2016

年 11 月 18 日閲覧） 
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中国は世界ジオパークネットワーク(GGN)
が認定した世界ジオパークの数が最も多い国

で，ジオパークの開発歴史が長い．ユネスコ

事務局が 2012 年に「中国は先駆者であり，世

界ジオパーク運動の推進力である」とコメン

トを出してきた（深見，2013）． 
日本において，最も早いジオパークに関す

る研究は 2007 年から始まった (柚洞，2014）．
その後は，ジオパークに関する研究成果は飛

躍的増加し，2011 年ピークになった．2012
年～2013 年は，論文の数が少し減ってしまっ

たが，2014 年以降はまた増加した（図１）． 
 

 
図 1 日本におけるジオパークに関する研

究論文数の変化 
資料：CINI のデータより作成。 
 
近年，ジオパークに関心を寄せる人が多く

なって，今後，研究論文が増える傾向にある．

ジオパークとジオツーリズムを研究している

学者が多く，さまざまな視点からの研究成果

が十分に蓄積できた．例えば，尾方 (2011)は
地形学の立場から，琉球諸島のジオダイバー

シティとジオツーリズムについて議論した．

今後，｢一般市民のニーズも考慮して改善点を

洗い出しながら，インタープリター養成のあ

り方を考えていく必要がある｣と指摘してい

る．一方，肖(2016)は，日本の苗場山麓ジオ

パークを事例にして，管理者とガイドのジオ

ツーリズムに対する意識に注目することから，

ジオツーリズムの課題を考察した．結論とし

て，｢日本の行政機関によるジオパーク活動に

対する支援がまだ十分ではない｣という指摘

した． 
また，深見(2016)は，三島村·鬼界カルデラ

ジオパークを研究対象にして，三島村役場及

び島に暮らす住民に対する聞き取り調査を行

った．その結果，｢ジオツーリズムとはジオサ

イトの特徴を知りその保全意識の涵養へとつ

なげていく，地域が主体となった観光形態で

あることが明確になった｣と指摘している． 
しかし，日本において，中国のジオパーク

を扱った日本語論文は少なく，日本の事例と

比較しつつ論じたものも少ないことの議論も

ある（深見，2013）．日本では，「中国では，

世界認定のジオパークが多く分布し，大地の

遺産を積極的に活用することにより，ジオツ

ーリズムにおいて大きな成果を上げている」

という認識があった（深見，2013）． 
以上のことから，中国のジオパークを対象

に研究することが必要だと考えられる．本研

究では，雲南石林ジオパークを研究対象とし

てあげた．その理由として，中国のジオパー

クの中で，雲南石林ジオパークは最も古いジ

オパークの一つであり，ジオパークとジオツ

ーリズムの開発の歴史も長いためである．カ

ストル地形という特殊景観を有するものの，

ジオパークとして代表的な事例であることが

示唆され，雲南石林ジオパークへの行政管理

者と観光者に対して行ったジオツーリズムの

意識調査について考察を行うことは雲南ジオ

パークのみならず，中国のジオパーク全体に

一つ方向性が示唆も有すると考えられるから

である．しかも，日本のジオパークに対する

示唆される可能性もあると考える． 
本研究は，雲南石林ジオパークにおける行

政管理者と観光客の意識に着目しており，ジ

オツーリズムの実態と課題を明らかにするこ

とを目的とする．研究方法としては，まず，
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雲南石林ジオパークの職員に対するジオツー

リズムについて聞き取り調査を行った．次に，

雲南石林ジオパークを訪問する観光客に対す

るアンケート調査を実施し，ジオツーリズム

の活性化に対する複数の項目に対して 5 段階

評価を行い，その結果を基にして分析を行っ

た．2015 年 8 月 25 日～27 日にかけて中国雲

南省に位置する雲南石林ジオパークにおいて

調査を実施した．以下，論文の構成を提示す

る．まず，中国におけるジオパークの展開を

振り返る(2 節) ．次に，雲南石林ジオパーク

の地理学特色を検討する(3 節) ．さらに，雲

南石林ジオパークで実施した調査の結果を示

す(4 節) ．最後に，現地調査により得られた

データを基にして，雲南石林ジオパークにお

けるジオツーリズムの課題を示す(5 節) ． 
 

Ⅱ．中国におけるジオパークの展開 
 

中国は地質遺産保護事業からジオパークの

創立まで国連教育科学文化機関(UNESCO)，
国際地質科学連合会(IUGS) と密接に協力し

て，世界中のジオパーク事業の推進に力を貢

献している（潘ほか，2006）． 
1985 年に中国の地質学者は地質科学意義

が重要で，地質景観が優美な地域においてジ

オパークを創立，保護の強化，研究の推進を

展開するという提案をした（潘ほか，2006）．
1987年 7月に地質鉱物部は [1987]311号の公

文「地質自然保護地区を創立する規定に関す

る通知(試行)」を配布し，初めて地質遺産を

保護することを部門法規の形式で確定した

（潘ほか，2006）．1999 年 12 月に国土資源

部が山東省威海市で開催した「全国地質地形

保護会議」はさらにジオパークを創立する事

業を提案した（巣，2014）．2000 年 4 月 3 日

に国土資源部の田鳳山部長は地質環境司のジ

オパーク事業の展開に関する意見に指示を与

えた（巣，2014）．引き続き，2000 年に国土

資源部は[2000]86 号の公文で「国家地質遺産

(ジオパーク)の指導機関と人員構成に関する

通知」を配布し，「国家地質遺産(ジオパーク)
の審議委員会」を創立した．同時に関連する

公文も配布され，国家地質遺産(ジオパーク)
の評審機関が創立された（巣，2014）これに

より，国家ジオパークの申請手続き及び申告

条件，審査基準を明確にした．2000 年以来，

中国の各省，自治区，直轄市は積極的に国家

地質公園を申請し，186 の国家地質公園が認

定された（2016 年 9 月まで）そのうち，33
地域が世界ジオパークネットワークに認定さ

れた（図 2）3． 
 

 

図 2 中国における世界ジオパークの分布 
資料：世界ジオパークネットワークの資料よ

り。 （http://cnglobalgeoparkorg/parkintroduction/

indexhtm  2016 年 11 月 18 日閲覧） 
 

Ⅲ．雲南石林ジオパークの地理的特色 
 

雲南石林ジオパークは中国雲南省昆明市石

林イ族自治県内に位置する．海抜は 1,500～
1,900ｍで，350km2 のカルスト地形が独特な

自然の風景を構築している．主に大小石林，

乃古石林，芝雲洞，長湖，大畳水瀑布，月湖
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などの 7 か所の観光エリアに分かれている

（図 3）． 
 

 
図 3 研究地域 

資料：現地調査の資料より。 
 
1930 年代，国内外の研究者は石林とイ族文

化に対する研究を始めた．1931 年に雲南石林

ジオパークの建設が始まり，石林は 1982 年に

「中国国家クラス風景名勝区」，2002 年に「中

国国家ジオパーク」，2004 年にはユネスコの

「世界ジオパーク」に認定された．国務院が

1987 年に実施した「石林風景名勝区の総体計

画」により，石林風景名勝区の保護する範囲

を 350 km2を明確にした．そのうち，1 級の

保護区 (核心観光地区) は 1, 576km2，2 級の

保護区は 2, 814 kkm2，3 級の保護区は 30, 610 
km2 である．更に石林の景色資源を保護する

ために，2002 年に「石林風景名勝区の総体計

画」を修正を行い，保護区の範囲を拡大した．

新しい計画により，1 級の保護区は 6, 994 平

方キロメートル，2 級の保護区は 12, 161 km2，

3 級の保護区は 11, 343 km2，増設する科学考

察，研究専用特別保護区は 4, 502 km2である．

雲南石林ジオパークの石林カルスト地形はほ

ぼすべてのタイプのカルスト地形を有してい

る． 
石林カルスト地形の形態がよく変わり，鑑

賞価値がある．しかも他のタイプのカルスト

地形もあり，典型的なくぼみ地型のカルスト

地形，谷地型のカルスト地形，地下カルスト

地形及び泉と滝など，これらは石林カルスト

と組み合わさったり，互いに照り映えたりし

て，1 枚の多彩で，盛観を呈しているカルス

ト地形の全景図を構成して，「世界カルスト

博物館」を称する（写真 1）． 
 

 

写真 1 雲南石林ジオパーク 
（2015 年 8 月に筆者撮影） 

 

歴史奇観を称する雲南石林は，年平均気温

は摂氏 16 度ごろ，夏季は涼んで，第一級の避

暑地で，世界で唯一の亜熱帯高原地区に位置

するカルスト地形景勝地である．雲南石林ジ

オパークは，少数民族のイ族の起源地である．

ここに住んでいるイ族の人間は歌も踊りも上

手で，更に「アシマ」4の文化を創造し，ジオ

パークに歴史文化を添えている．同時に，雲

南石林ジオパークは大量の古脊椎動物の化石

があって，研究•調査の価値が高く，そのため
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中国の古脊椎動物化石の保護区となっている．

雲南石林ジオパークは美しい自然な景色，強

烈な人文文化を持ち，地元の風土，文化と大

きな関連性を持っている．歴代のイ族サニ人

は長く続く歴史文化を創造し，「アシマ」を

代表する多彩な民間の文化芸術を創造し，内

容が豊富で，人を陶酔させる． 
雲南石林ジオパークでは，現在すでに開発

したジオサイトは，98%以上の観光客が大小

石林景勝地に集中して，その他の観光地域が

ある程度に開発されて，資源も良いが，まだ

あるべき観光の収益を発揮していなくて，多

数は開発不十分状態である 5． 
石林ジオパークは地元の人間にとっては，

豊富な観光資源であり，すでに地元の経済発

展の動力となっている．それ以外に，政策，

経済構造の問題と自身の能力などの制限で，

いくつか利益の関連者は観光業の参与度が高

いが，コミュニティの参与は極めて強く制限

された．現地の少数民族の優秀な伝統手作り

製品の刺繍及び一部の初級補助性の業界以外，

石林の観光地区の農村コミュニティの住民が

参与する観光業のサービスの領域は主にホテ

ル，飲食店，ガイド，民族の歌と舞踊の公演，

清掃業と緑化などに集中した 6．世界ジオパ

ークネットワーク(GGN)が強調した「地元の

人が企画·実行」することは殆どない状態であ

る．現地の住民(特に少数民族の住民)が観光

業の主流に入るのは難しい． 
 

Ⅳ．調査の結果 
 

1．調査方法 
本研究では，二段階による調査を実施した．

第一段階目の調査は，2015 年 8 月 23 日に雲

南石林自治県観光局と石林ジオパーク管理委

員会の職員（中国人，12 名）を対象として，

聞き取り調査を実施した 7．この調査によっ

て，雲南石林ジオパークの行政管理側から

様々なアイデイアが抽出された．第二回目の

調査では，2015 年 8 月 24 日~26 日に雲南石

林ジオパークの観光客を対象にして，ジオパ

ーク内部の化石博物館館内で実施した．調査

方法としては，調査場所で調査票を配布し，

その場で記入をして頂き，質問があればその

場で受け付けることにした．ただし調査場所

で時間がない回答者も少なかった．その結果，

配布数は 300 であった．また，回収数は 223 
であり，回収率は 74%であった． 

 
2．職員への聞き取り 
聞き取り調査では，合計 12 名の職員をイン

タビューした．まず，属性に関する質問以外

に⎾雲南石林ジオパークの観光客が増えるこ

とで，自然環境へ負荷が指摘されつつありま

す．あなたは入園規制がなされるべきだと思

いますか⏌の質問を行い，行政管理者側の意

識を分析することとした（雲南石林ジオパー

クについて質問 1）．質問に対する回答結果

は以下のようになった（表 2）． 
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表 2 雲南石林ジオパークについて質問 1 

 回答数 回答率（%） 

強く思う 4 33.3 

思う 5 41.7 

あまり思わない 2 16.7 

全く思わない 0 0 

どちらでもない １ 8.3 

合計 12 100 

（出所）2015 年 8 月の調査結果より筆者作成。 
 

表 3 雲南石林ジオパークについて質問 2 

 回答数 回答率（%） 

強く思う 1 8.3 

思う 5 41.7 

あまり思わない 3 25 

全く思わない 2 16.7 

どちらでもない 1 8.3 

合計 12 100 

（出所）2015 年 8 月の調査結果より筆者作成。 
 
⎾雲南石林ジオパークの観光客が増えるこ

とで，自然環境へ負荷が指摘されつつありま

す．あなたは入園規制がなされるべきだと思

いますか⏌の質問について，半分以上の職員

が⎾強く思う⏌または⎾思う⏌と回答してお

り，管理者がジオパークの自然環境に大切に

したい気持ちがわかった． 
次に，⎾近年，雲南石林ジオパークは雲南

省内ほかの観光地を比べると魅力が下がる傾

向を見いだすという指摘がある．あなたはそ

う思いますか⏌を行った（雲南石林ジオパー

クについて質問 2）．質問に対する回答結果

は以下のようになった（表 3）． 
表 3 は，⎾近年，雲南石林ジオパークは雲

南省内ほかの観光地を比べると魅力が下がる

傾向を見いだすという指摘がある．あなたは

そう思いますか⏌に対する回答である．この

質問にたいして，⎾強く思う⏌と⎾思う⏌が

60%，⎾あまり思わない⏌が 25%と，同意的

意見が過半数を超えた．このことは，雲南石

林ジオパークの管理側が観光の危機意識を持

っていることが分かる． 
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3．観光客へのアンケート調査 
以下では，アンケート調査の結果に関して，

集計の結果を説明する．回答者の性別は｢男

性｣が 102 名(45.7%)，｢女性｣121 名(54.3%)と
なっており，ほぼ同数であった． 
表 4 は，回答者の年齢を示した．｢40 代｣，

｢30 代｣が多く，それぞれ 62 名（27.8%），55
名（24.7%）であった．次いで｢20 代｣の 46 名

（20.6%），｢50 代｣の 26 名（11.7%）となっ

た．｢10 代｣は 12 名（5.4%），｢70 代｣は 6 名

（2.7%）となり，これらの回答は少なかった．

回答の結果から，世界ジオパークを｢知ってい

た｣が 83 名（38.8%），｢知らなかった｣が 131
名（61.2%）である．世界ジオパークの認定

については，マスメディアを通じて大きく報

道されたことから，比較的認知度が高い結果

となった．ただし，まだ認知状況としては過

半数の回答者が｢知らなかった｣と回答してい

ることから，さらに広報をする必要がある． 

 
表 4 回答者年齢 

項目 回答数 回答率（%） 

10 代 8 3.8 

20 代 36 17 

30 代 55 25.9 

40 代 62 29.2 

50 代 26 12.3 

60 代 19 9 

70 代及び以上 6 2.8 

合計 223 100 

（出所）2015 年 8 月の調査結果より筆者作成。 
 
表 5 は世界ジオパークの認知手段の結果で

ある．上述の「知っていた」と回答した回答

者に限定して質問を行った．その結果，｢テレ

ビ・ラジオ」が 33 名(39.8%)，｢新開・雑誌｣

が 23 名(27.7%)，｢昆明駅」が 12 名(14.5%)，｢昆
明長水空港｣が 8 名(9.6%)，｢インターネット｣

が 5 名(6%)であった．この結果を見ると，マ

スメディアの影響が大きいことが分かる．た

だし，今後はマスメディアで取り上げられる

ことが少なくなる可能性がある．その点を考

えると，世界ジオパークの PR の一つの方法

としては，昆明市の玄関となる昆明駅と昆明

長水空港で行うことが重要になって来ると考

えられる．昆明駅には世界ジオパークの登録

に関するポスターは貼られているが，駅の出

口の広報壁にあるだけで，それ以外について

はあまり目立っていない．また，駅と空港に

限らず市内のさらに多くの場所で，ポスター

を貼るなど等して，世界ジオパークをより積

極的に広報を行うことが望ましいと考えられ

る． 
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表 5 世界ジオパークの認知手段の結果 

項目 回答数 回答率（%） 

テレビ·ラジオ 33 39.8 

新聞·雑誌 23 27.7 

昆明駅 12 14.5 

昆明長水空港 8 9.6 

インターネット 5 6 

その他 2 2.4 

合計 83 100 

（出所）2015 年 8 月の調査結果より筆者作成。 
  
表 6 には，雲南世界ジオパークを訪問の目

的を示した．この回答は複数回答可能な項目

である．予想通り，最も多い回答は「観光 J
であり，113 名(45.7%) となった．「化石の見

学｣は 56 名(22.7%) であった．本研究の調査

は，化石資料展示館内で実施したが，必ずし

も回答率が高くない．その次に多い回答は｢避

暑｣45 名(18.2%)である．調査期が，学生の夏

休であったので，このような回答となった．

｢仕事｣は 12 名(4.9%)と高くないが，一つの目

的となっていることがわかる．｢イベント参

加｣は 10 名(4%)であり，イベントが 8 月下旬

にはピークが終了しているが，こちらも一定

割合がその目的となっていることが分かる．

それ以外の項目については，回答率が 0.8%以

下となった．  
 

表 6 雲南石林ジオパーク訪問の目的 

項目 回答数 回答率（%） 

観光 113 45.7 

化石の見学 56 22.7 

避暑 45 18.2 

仕事 12 4.9 

イベント参加 10 4 

ボランティア 6 2.4 

調査 3 1.2 

その他 2 0.8 

合計 247 100 

（出所）2015 年 8 月の調査結果より筆者作成。 



 
 
 

ICCS Journal of Modern Chinese Studies Vol.11(1) 2018 
 

 54 

表 7 は，雲南石林ジオパークでの訪問地（ジ

オサイト）を示した結果である．この質問に

ついても複数回答可能となっている．なお，

前述したように，調査場所が化石博物館であ

ることから，化石博物館を訪問地としては含

めていない．最も多い回答が｢大石林｣であり，

203 名(91.9%) であった．次いで「小石林 J
の186名(84.2%)，｢乃古石林」の85名(38.5%)，
｢芝雲洞」の 54 名(24.4%) となった．｢長湖｣

は 34 名(15.4%)であった．予想通り一番人気

高い観光地は｢大石林｣であることが分かる． 

 
表 7 雲南石林ジオパークでの訪問地 

項目 回答数 回答率（%） 

大石林 203 91.9 

小石林 186 84.2 

乃古石林 85 38.5 

芝雲洞 54 24.4 

長湖 34 15.4 

大畳水瀑布 24 10.9 

月湖 16 7.2 

標本数 221 

（出所）2015 年 8 月の調査結果より筆者作成。 
 
表 8 は回答者の同行者の属性を示した．こ

の質問は，複数回答可能である．最も多い回

答が「家族｣であり 132 名(60.6%)であった．

次いで「友人・知人｣が 43 名(19.7%) であっ

た．「学校・会社などの団体｣は 28 名(12.8%)

であった．今回の調査の回答者の旅行形態は，

｢個人旅行｣が最も多かった．また，調査時期

が夏休みということもあり，同行者について

は「家族｣が最も多い結果となった．

表 8 回答者の同行者の属性 

項目 回答数 回答率（%） 

家族 132 60.6 

友人·知人 43 19.7 

学校·会社などの団体 28 12.8 

一人 12 5.5 

その他 3 1.4 

標本数 218 

（出所）2015 年 8 月の調査結果より筆者作成。 
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表 9 は，観光客の宿泊先を示している．｢昆

明市のホテル｣が 106 名(48.8%)，｢石林県のホ

テル｣が 42 名(19.4%)，｢ジオパーク近くのホ

テル｣が 31 名(14.3%)であった．これらを合計

すると，8 割以上の観光客が現存の宿泊施設

に宿泊していることがわかる．その他につい

ては，車との回答者が 5 名と最も多かった．  

 
表 9 観光客の宿泊先 

項目 回答数 回答率（%） 

昆明市のホテル 106 48.8 

石林県のホテル 42 19.4 

ジオパーク近くのホテル 31 14.3 

民宿 17 7.8 

家族親友の家 15 6.9 

その他 6 2.8 

合計 217 100 

（出所）2015 年 8 月の調査結果より筆者作成。 
 
表 10 には，宿泊施設の満足度を示した．こ

の質問は，表 9 の質問で「旅館・ホテル J ま
たは「民宿」と回答した個人に質問を行った．

「大変満足した｣が32名(16.2%)，「満足した」

が 95 名(48.2%)であった．これらを合計する

と，約 7 割の観光者が満足をしていたことに

なり，ある程度は高い評価となっている． 

 
表 10 宿泊施設の満足度 

項目 回答数 回答率（%） 

大変満足した 32 16.2 

満足した 95 48.2 

どちらとも言えない 53 26.9 

満足しなかった 12 6.1 

全く満足しなかった 5 2.5 

合計 197 100 

（出所）2015 年 8 月の調査結果より筆者作成。 
  

 表 11 は，ジオツーリズムの満足度を示した

ものである．｢大変満足した」が53名(24.8%)，
｢満足した」が 126 名(58.9%)であった．これ

らを合計すると，8 割以上の回答者が満足を

していたことになる．表 8 の宿泊施設の満足

度と比較すると，高い割合になっている．
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表 11 ジオツーリズムの満足度 

項目 回答数 回答率（%） 

大変満足した 53 24.8 

満足した 126 58.9 

どちらとも言えない 32 15 

満足しなかった 3 1.4 

全く満足しなかった 0 0 

合計 214 100 

（出所）2015 年 8 月の調査結果より筆者作成。 
 
最後に，⎾その他，雲南石林ジオパークに

おけるジオツーリズムについて，その可能性

や期待など，ご意見がありましたらお聞かせ

ください⏌という項目について，以下のよう

な記述があった(表 12)． 

 
表 12 自由意見について 

年齢（歳） 性別 意見 

43 男性 
ジオパークを訪れるとき，十分に地域に住んでいる方々と話し合い，ゆ

っくりじっくりされてはどうかと思います。 

52 女性 せっかく雲南省に来たので，少数民族の暮らしを体験したい。 

17 男性 
雲南石林ジオパークを訪問したのは初めてなのですけど，あまり面白く

なくて，今度雲南省にくると他の名勝地へ行きたい。 

34 ·女性 園内には，山のところにゴミがあり，気持ちが悪くなった。 

23 女性 
ジオパークを見学する際に，ジオサイトについて少し科学的な説明があ

ったらいいなあと思います。 

56 男性 
ジオパークの現状と問題点，これからのジオパークの自然資源保護に当

たっての問題点の整理を深める過程が重要だと思う。 

32 女性 ジオパークにある博物館は面白い。 

40 男性 自然環境の保全は一番重要である。 

（出所）2015 年 8 月の調査結果より筆者作成。 
 
⎾その他，雲南石林ジオパーク ジオツー

リズムについて，その可能性や期待など，ご

意見がありましたらお聞かせください⏌の質

問について，観光客にとって，ジオガイドが

必要だという意見が現れた．ここに注目した

い回答は，地域住民との交流という希望であ

る．雲南石林ジオパークを訪れる観光客につ

いて，80%以上は漢族の人であり，少数民族

の暮らしに対する深い興味を持った．しかし，

雲南石林ジオパークには，直接に少数民族の

人との交流の場合を設けていない． 
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表 13 ジオツーリズム活性化に関する観光客の評価 

項目 平均値 

ジオパークの自然環境を保全する 4.36 

ジオパーク内部の電動車の運賃を値下げする 4.31 

昆明市内からのバス運行本数を増やす 4.28 

ジオパーク内部の公衆トイレを整備する 4.16 

ジオパークの入園規制を実施する 4.13 

ジオパークの職員を増やす 4.05 

ジオサイトを分かりやすく科学的な解説 4.02 

旅館·ホテル·民宿で美味しい食事を提供する 3.98 

旅館·ホテル·民宿の接客態度を向上させる 3.96 

これまで以上にジオパークを PR する 3.86 

体験学習コースを開発 3.86 

彝族の文化を活用する 3.78 

ジオパーク関連商品の開発 3.76 

団体客に過度に依存せず，個人客をさらに重視する 3.75 

修学旅行を積極的に誘致する 3.72 

新たなイベントを作る 3.68 

自然エネルギの利用を高める 3.68 

行政に若い人材を数多く採用する 3.65 

旅館·ホテル·民宿で地元の食材を観光客に提供する 3.64 

多くの場所にゴミ箱を設ける 3.64 

娯楽施設を整備する 3.63 

（出所）2015 年 8 月の調査結果より筆者作成。 
 
表 13 は，オツーリズムの活性化方法に関す

る訪問者の評価を示したものである．各項目

については，｢特に効果が大きい｣から「特に

効果が小さい」までの 5 段階評価とした．「特

に効果が大きい」を 5，｢効果が大きい｣を 4，
｢どちらともいえない⏌を 3，｢効果が小さい｣

を 2，「特に効果が小さい｣を 1 と便宜的に点

数を与え，その算術平均を計算した結果であ

る．最も高い評価となった項目は，｢ジオパー

クの自然環境を保全する」であり，評価の平

均値は 4.36 となった．次いで，上位 5 位まで

を述べると，｢ジオパーク内部の電動車の運賃

を値下げする」の平均値は 4.31，｢昆明市内か

らのバス運行本数を増やす｣が 4.28，｢ジオパ

ーク内部の公衆トイレを整備する」が 4.16，
｢ジオパークの入園規制を実施する⏌が 4.13
であった． 
「ジオパーク」に関する項目は，上位にあ
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るものが多く，前述したもの以外には，｢ジオ

パークの職員を増やす｣が 4.05，｢ジオサイト

を分かりやすく科学的な解説｣が4.02である．

以上のことから，ジオパークの経営·管理レベ

ルの向上が，ジオツーリズムの活性化に大き

く寄与することが示唆されている． 
また，交通に関連することとして，前述し

た「ジオパーク内部の電動車の運賃を値下げ

する｣が 4.31，｢昆明市内からのバス運行本数

を増やす｣が 4.28 である．2015 年 8 月の時期

に，雲南石林ジオパーク内部の電動車は，ジ

オパークの玄関から小石林までの運賃は往復

で 1, 200 円（所要時間は 20 分）である．この

運賃は当地の物価と比べると少し高いと感じ

られる．また，雲南省の観光客は昆明市に集

中している．昆明市から石林ジオパークまで

自動車で 1 時間半かかり，バスの数は多くな

い．この状況が観光客の訪問の妨げになって

いる可能性がある． 
そのほか，｢旅館·ホテル·民宿で美味しい食

事を提供する｣は 3.98，｢旅館·ホテル·民宿の

接客態度を向上させる｣は 3.96 と比較的高か

った．このことから，ことから，旅舘・ホテ

ル・民宿での食事やサービスの費の向上が，

ジオツーリズムに影響を与えることが分かる． 
 

Ⅴ．考察－雲南石林ジオパークにけるジオツ

ーリズムの課題－ 
 
この節では，雲南ジオパークの行政管理側

の職員に対する聞き取り結果と表 10 に示し

た観光客から質問項目に対する 5 段階評価の

結果を用いて，行政者の意識と観光者の意識

からジオツーリズムの課題を探ることを試み

る． 
現在，雲南石林ジオパークを訪れる観光客

は絶えず増加しており，名勝としての人気を

高めている．しかしジオパークの主要な責任

者は，一方では上役から収入増加の圧力を受

け取って，より売上げを上げるための努力を

する．一方ではジオパークの環境保護と生態

のバランスを考慮しなければならない 8． 
これらは必ずある程度対立するが，この対

立を適切に解決して，ようやく観光地区のエ

コツアーの持続可能な発展を促進することが

できる．単純に利潤を追求して，観光を制限

しなければ，観光客は絶えずに増加し，ジオ

パークの空気も悪化して，観光地域に多大な

負担をもたらし，自然環境がある程度の破壊

を受ける． 
地質観光資源の保護と保存はジオツーリズ

ムの持続的な発展が実現する基礎と前提であ

る．中国では，ジオパーク普段は観光の名所

として存在している．しかし名所の開放程度

が絶えず増大するのに従って，観光客の人数

は絶えず増加し，すべての自然保護区の建物

を建てなければならなり，より多くのインフ

ラも建設しなければならない．これも元自然

資源の面積を占用して，もとの自然環境を破

壊する．たとえば雲南石林ジオパークにおけ

るいくつかのホテルが建てられ，これらのプ

ロジェクトは直接に生態環境に影響して，多

くの商業イベントが観光地区に関与し始め，

必ずある程度負担が観光地区に圧し掛かる． 
近年以来，雲南石林ジオパークは，観光客

の数と観光収入が毎年増加しているが，しか

し増幅の変動が大きい．観光客は雲南省の観

光名勝を話すと，一番イメージな場所は麗江，

次はシャングリラである．麗江，シャングリ

ラなどの新興観光地の高速発展の勢いに比べ

て，雲南石林ジオパークの観光産業の発展は

遅くて，優位は弱くなり，雲南省と中国中西

部地区で旅行する第一級目的地としての地位

が下がった．雲南石林ジオパークのブランド

を維持するのはすでに緊急の課題になり，観

光イメージを再建設は，雲南石林ジオパーク

の持続的な発展ための一番重要なことだ． 
以上のことから，今後，雲南石林ジオパー
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クにおけるジオツーリズムの課題としては，

まず，雲南石林ジオパークの生態環境の悪化

という問題がある．雲南石林ジオパークの観

光事業は活気があふれていて，週末と短い休

暇期間にも人の流れのピークを迎えている．

石林ジオパークの観光客は2007年の260万人

から 2014 年に 335 万人まで増加した 9．観光

客の数が絶えず増加して観光地区内部の交通

機関の使う頻度も急激に増加している．この

ような状況で旅行地に空気汚染，騒音汚染と

水質汚染を激化させている．雲南石林ジオパ

ークも例外ではなく，特にゴールデンウィー

クと旅行最盛期には，直接に静かで心地良い

自然の景観を騒がしくさせて，観光地区内部

に生態環境の良性循環ができていない． 
また，観光客の環境を保護する意識の強化

である．観光客のなかにはジオサイトに関連

する規則，制度を守ることができず，気の向

くままに岩石にぶつかり，甚だしきに至って

はむやみに落書きする人もいる．これらの観

光客のひどい行為は，すべて彼らの自然環境

と景観を保護する意識が浅薄なためである． 
これらの行為は雲南石林ジオパークの正常

な管理，生態糸の保護，持続可能な発展に悪

影響を与えており，完全にジオツアーと矛盾

したものである． 
さらに，ジオガイドの育成事業である．雲

南石林ジオパークでは，すべてのガイドが雲

南イ族の衣装を着ており，これは石林ジオパ

ークの魅力の一つである．実際にガイドに聞

いてみると，すべてのガイドはイ族の人わけ

ではなくて，漢族の人もかなりいる．殆どの

ガイドは観光客に向けてジオパークを説明す

る際，主に神話のストーリー及び歴史伝説に

集中しているが，ジオに関する科学知識は殆

ど触れていない．それに対して，雲南石林ジ

オパークを訪れる観光客の多くは，観光を楽

しむ同時に自分の科学知識を増やす意欲を持

っている 10．ジオパークのガイドの説明はジ

オパーク教育システムにおいては中核に位置

しているが，今のガイドはジオに関する専門

知識が足りない．この状況は石林ジオパーク

だけではなく，中国の別のジオパークでも同

じ状況である．中国では，観光ガイドは国家

資格試験を受けなければならない．中国のガ

イド育成制度により，国家ガイドの統一資格

試験の目標は普通の観光ガイドを育成するこ

とで，試験の内容はジオパークに関するジオ

知識が少ないである．今後，国家あるいは各

ジオパーク独自でジオガイドの育成事業を展

開する必要がある． 
最後に，調査から明らかになった課題とし

て，雲南石林ジオパークの経営管理レベルを

高めること，ジオパークへの交通システムの

整備することも出てきた． 
 

Ⅵ．おわりに 
 

本研究は，雲南石林ジオパークを事例とし

た聞き取り調査およびアンケート調査をとお

して，ジオツーリズムの実態と課題を把握す

ることを目的に論を進めてきた．その結果，

中国では，ジオパークを訪れる観光客は多く，

ジオパーク所在の町の経済成長を促進し，同

時に自然環境，生態保全の悪化という厳しい

課題をもたらした． 
雲南石林ジオパークは地元の政府を観光資

源として開発し，地域経済の発展と密接に関

わっている．逆に，地域住民はジオパーク開

発との関わりが少ない．中国ジオパークは政

府主導で，地域住民はジオパーク活動の参与

が少ないという指摘もある（深見，2014）．

ジオツーリズムにおける地域住民の参与はど

うすればよいのかについては，今後の課題に

したい．
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脚注 ＊ 
 
1 肖錕，中国湖北文理学院外国語学院専任講師，

北海道大学大学院文学研究科博士後期課程在

籍． 
2 国連ユネスコ世界ジオパークネットワークの

ホームページによる．(http://cnglobalgeoparkor
g/parkintroduction/indexhtm 2016 年 11月 18日

閲覧) 
3 国連ユネスコ世界ジオパークネットワークの

ホームページによる．(http://cnglobalgeoparkor

g/fytt/distribution/6493htm 2017年11月18日閲

覧) 
4 イ族の美しい女性のことを阿詩瑪という．映

画にもなった阿詩瑪とは，叙事詩として語り

継がれる美しく勇敢な伝説の少女の名で，そ

の名自体がイ族の女性のことを意味するよう

になった．アシマの姿はこの岩となり，その

声は木魂として，山に語りかけるとアシマが

答えてくれるとされている．この岩はイ族の

帽子に，背中に籠を背負った女性の姿である． 
5 2015年8月27日の雲南石林観光局職員への聞

き取り調査より． 
6 2015 年 8 月 27 日の雲南石林観光局職員への

聞き取り調査より． 
7 質問内容に関して，ジオツーリズム以外に，

化石の保全，交通システムなどを質問してい

 

 
る． 

8 2015年8月26日に雲南石林ジオパーク管理委

員会の職員への聞き取り調査より． 
9 2015年8月26日に雲南石林ジオパーク管理委

員会の職員への聞き取り調査より． 
10 2015 年 8 月 27 日の雲南石林観光局職員への

聞き取り調査より． 
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